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1.人口
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年齢別人口推移

2020年の人口は総人口172,710人。

10年前（2010年）の174,314人と

比較して僅かに減少している。

今後も人口の減少に伴って

総人口は減少傾向となる見込みである。

年代別 に近年の傾向をみると、

①年少人口は2000年までは減少を続けて

いたが以降は横ばいとなっている。

②生産年齢人口は 1990 年以降 減少傾向。

③老年人口は2050年に総人口の約4割。

総人口に占める老年人口の割合が高くなる

ことが予想される。

172,710人

156,498人

98,856人 79,901人

53,378人 60,926人

19,587人 15,671人

年少人口 …15 歳未満の人口
生産年齢人口…15 歳以上 65 歳未満の人口
老年人口 …65 歳以上の人口
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1.人口

人口ピラミッド

現在と将来の年齢別人口構成を

示したグラフである。

2020 年は「逆ひょうたん型」、

2050 年は「逆ピラミッド型」に近い。

老年人口 の割合をみると、

2020年の30％から2050年には39％まで

増加する。

一方、生産年齢人口は2020年の57％から 

2050年には51％まで減少する見込みである。
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２.産業構造

事業所数（事業所単位）
大分類

業種ごとの事業所数と割合である。

もっとも多いのは「卸売業, 小売業」で

1,782事業所(全体の25.0％)。

その後、「宿泊業、飲食サービス業」の

1,163事業所、「医療、福祉」の738事業

所が続く。
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２.産業構造

事業所数の推移

事業所数の推移をみる。

2021年の事業所数は7,137事業所。

9年前の2012年と比較すると

1.3％減である。

他地域をみると、小田原市は8.9％減、

茅ヶ崎市は4.3％減となっており、

また全国平均が5.4%減であるため

鎌倉市は比較的減少幅が小さいと言える。
6,296事業所

7,535事業所

7,137事業所

6,576事業所

8,271事業所

7,228事業所



２.産業構造
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従業者数と労働生産性
（2021年）

業種ごとの従業者数と労働を示したグラフ

である。

生産性がとくに高い業種は「製造業」、

「学術研究、専門・技術サービス業」であ

り神奈川県内の平均も上回る。

（ただし、労働生産性は業種による差が大

きいのであまり平均に着目すべきではな

い）

また、従業者数は「医療、福祉」「卸売業

、小売業」が多い。

従業者数(事業所単位)：68,800人



２.産業構造

従業者数の推移

（他地域との比較）

従業者数の推移をみる。

2021年の従業者数は67,396人。

9年前の2012年と比較すると

1.3％増である。

他地域をみると、小田原市は6.1％減、

茅ヶ崎市は4.0％減となっている。

58,858人

87,424人

66,493人

56,481人

82,087人

67,396人

８



２.産業構造

地域内産業の構成割合

鎌倉市の産業の構成割合を全国および

神奈川県と比較したグラフである。

鎌倉市はどの産業も全国平均に似ている

が、神奈川県平均と比べて、

第2次産業の割合が9％ほど高く、

第3次産業の割合は9％ほど低い。

鎌倉市

地域内産業の構成割合

９

60.8% 39.1%

69.7% 30.2%

58.9% 39.9%

0.1%

0.1%

1.2%



9

３.小売業・卸売業

事業所数の推移

小売業・卸売業の事業所数の推移を示した

グラフである。

2021 年の事業所数は、1,782事業所。

9年前の2012 年と比較すると9,9％減と

なっている。

1,979事業所

1,782事業所

2,022事業所
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４.製造業

事業所数の推移

製造業の事業所数の推移を示した

グラフである。

2021年は190事業所。9年前の2012年

は211事業所で9.9%減少している。

211事業所

190事業所190事業所
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５.地域経済循環

地域経済循環図
（2018年）

地域内企業の経済活動を通じて

生産された付加価値は、

労働者や企業の所得として分配され、

消費や投資として支出されて、

再び地域内企業に還流する。

この流れを示したものが地域循環図

である。

鎌倉市の企業は合計7,625億円
の付加価値を生み出している

付加価値のうち、支出に回されるのは
7,383億円
市外からの流入があるが、市外への流出の方
が大きいため付加価値額の方が大きい

市内で支出に使われた金額は7,625億円
市外からの流入があるため7,383億円より多い
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６.まちづくり・観光

JR鎌倉駅前滞留人口分析
（2024年 6月 休日 14時）

2024年6月の休日14時にJR鎌倉駅前周辺

250ｍ内に滞在している人口について表し

たグラフである。

どの年代においても突出して多い・少ない

年代はなく、居住地は７割超が地元の人で

はないことがうかがえる。

時間別の推移としては、昼前後に人が多く、

鎌倉市旧市街の特徴にもあるように夜は早

い時間から人通りが少なくなることもうか

がえる。
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